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あった（豊田ほか，2007；豊田，2008；豊田，

2011；豊田ほか，2011）．まず，豊田ほか

（2007）は，本学研究紀要の研究報告の中で，

「スポーツ情報戦略の可能性」について次の

ような観点からアプローチしている．そこで

は，１）スポーツ情報戦略の現状，２）用語

の整理，３）本学スポーツ情報戦略コースの

目標，４）情報戦略コミュニティにおける本

学の役割，５）本学のスポーツ情報資源，な

どについて検討した．特に，４）情報戦略コ

ミュニティにおける本学の役割については詳

しく触れ，①学術としての「スポーツ情報戦

略」の検討，②教育カリキュラムの計画的実

施，③スポーツ映像分析の充実化，④スポー

ツフィールドへの積極的還元，⑤情報発信モ

デルとしての役割，⑥スポーツ・インテリジ

ェンスの中継点など，スポーツ情報戦略コー

スが大学内外へ向けて果たすべき課題を明確

に設定した．

２．スポーツにおける情報戦略の役割

　次に，豊田（2008）は，「スポーツ学のすす

め」の中で，「スポーツにおける情報戦略の役

割」と題して，１）スポーツ情報戦略とはな

はじめに

　びわこ成蹊スポーツ大学が開学し，「スポ

ーツ学」を謳いはじめて10年の節目にスポー

ツ情報戦略の立場からその足跡を振り返るこ

とは，大きな意味がある．スポーツ情報戦略

コースは，開学４年目にして開設された新し

いコースであり，その教育・研究活動は，未

だ揺籃期にある．まだまだ多くの可能性を秘

めた学問領域であることに相違はない．以下

には，稚拙ではあるが，これまで本学スポー

ツ情報戦略コースが取り組んできた一端を披

瀝する．

　従って，ここでは，スポーツ情報戦略コー

スが本学において果たしてきた役割につい

て，１.スポーツ情報戦略の可能性，２.スポー

ツにおける情報戦略の役割，３.スポーツ情報

戦略の挑戦，４.スポーツ情報戦略に関するネ

ットワークコミュニティの構築，といった４

点から論じてみたい．

１．スポーツ情報戦略の可能性

　これまでにも，本学におけるスポーツ情報

戦略コースの位置づけについて論じる機会が
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にか，２）スポーツ・インテリジェンスとい

う発想，３）情報戦略の要素と資源，４）ス

ポーツ情報戦略コミュニティの構築，などに

ついて解説した．

　そもそも，スポーツ情報戦略とは「競技力

向上に有用な情報を，戦略的に活用しようと

する営み」（久木留ほか，2007）に他ならな

い．そして，本学のスポーツ情報戦略コース

における理論的構造は，【〈科学的分析〉＋〈還

元〉＝〈スポーツ指導支援〉】と表現すること

ができる．まず，「科学的分析」（scientific 

analysis）とは，スポーツフィールドに散在

する科学的データを一次情報と位置づけ，そ

れを「科学的分析」によってより高次な情報

へと加工することを意味している．これを実

現するためには，最新のIT（Information 

Technology）を駆使し，分析・検討すること

が強く求められる．

　また，昨今は，「情報社会」と称されて久し

く，世の中に氾濫する情報の多くは，それを

利用する側が取捨選択し，有効活用すること

が求められる．情報は，人々がこの社会にお

いて暮らしていく上で，必要不可欠なものと

なっている．しかしながら，その情報を有効

活用するために取捨選択していくことは避け

られ得ず，情報を活用する側にそれ相当な基

準（倫理観や価値観などを含む）が必要であ

ることは否めない．情報を取り扱う上で「正

しく」あることは，以前に比べて情報を容易

に入手できるようになったからこそ，却って

困難な課題となっている．

　スポーツフィールドにおいて，そのような

「正しさ」を獲得することは，広義の「科学

性」を担保することに相違ない．とりわけ，

広義の「科学性」とは，手続きやプロセスの

透明化をはかることに重きを置き，情報の公

共性を高めることによって担保できる．その

ような意味合いを鑑みながら，我々は，より

高次へと加工した情報を「正しく」社会へ，

特に，スポーツフィールドへ還元せねばなら

ない．すなわち，「還元」（feedback）とは，

スポーツフィールドへ如何にして正しく情報

を提供するかを命題としている．

３．スポーツ情報戦略の挑戦

　そして，豊田（2011）は，本学研究紀要の

課題研究論文（スポーツ学再考）の中で，「ス

ポーツ情報戦略の挑戦」と題して次のような

観点で論じた．それは，１）スポーツ情報戦

略とは，２）スポーツ情報戦略が果たす役

割，３）スポーツ学を科学する立場，４）今

後の展望，であった．特に，３）３）スポー

ツ学を科学する立場については，①研究の透

明性を確保する，②研究成果を視覚化する，

③自覚的な取り組みをするなど，スポーツ情

報戦略における科学性を担保するための理論

的感受性（theoretical sensitivity）について

触れたといえる．

　また，スポーツフィールドへ有効なフィー

ドバックを為すためには，スポーツフィール

ドを捉える「眼差し」が問われることにな

る．スポーツ情報戦略コースの教育目標は，

この「眼差し」を豊かに育むことにもある．

その柱に，「こころ」（豊田が担当），「戦術」

（望月が担当），「映像」（志賀が担当），「動き」

（高橋が担当）といった領域を設定し，科学的

なアプローチを駆使しながら，スポーツフィ

ールドへ正しくフィードバックすることに努

めていかねばならない．

４．スポーツ情報戦略に関するネット
ワークコミュニティの構築

　最後に，豊田ほか（2011）は，本学研究紀

要のアカデミックアワー研究報告の中で，ス

ポーツ情報戦略に関するネットワークコミュ

ニティを構築すべく，１）スポーツ情報戦略

のコンセプト，２）ネットワークコミュニテ

ィの構築，３）スポーツ指導支援を目指す，

といった観点から検討した．特に，３）スポ

ーツ指導支援を目指すことについては，まだ

まだ議論の余地があるとの前提から，スポー

ツ情報戦略は「スポーツ指導支援（Coaching 
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Support）」を目指すスポーツ学専門領域であ

ると位置づけている（図１）．

　また，コース開設当初から，国立スポーツ

科学センター（以下，JISSと称す）の情報戦

略部から多くの支援をいただいた．JISSとの

共同作業なくして，今日の本学スポーツ情報

戦略コースはあり得ないといえる．

まとめ

　これまでに，スポーツ情報戦略活動につい

ては，オリンピックサポートの領域から様々

な報告が認められる（久木留，2008；久木留

ほか，2008；2009；2010）．また，教育プログ

ラムとしてのスポーツ情報戦略活動も報告さ

れている（阿部ほか，2010）．これらの中で扱

われる「スポーツ情報戦略」のコンセプトと

本学のコンセプトは，若干異なるようであ

る．いわば独自的であると称しても良いのか

もしれない。冒頭でも触れたが，本学におけ

る「スポーツ情報戦略」は，まだまだ揺籃期

にある．これまでコースコンセプトを模索す

る中で明らかになったことは，その到達点が

「スポーツ指導支援」にあるということであ

った．

　今後も，この「スポーツ指導支援」の観点

から科学的知見を蓄積していくことで，スポ

ーツ情報戦略コースの充実を図っていきたい

と考えている．
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